
 

鹿屋市グローカル人材海外研修事業補助金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、鹿屋市立の小学校、中学校又は高等学校に在籍する児童生徒

（以下「市立校児童生徒」という。）を海外研修に参加させることにより、国際

的視野を広げ、鹿屋市（以下「市」という。）の多文化共生都市づくりの促進に

寄与する人材を育成するため、予算の範囲内において鹿屋市グローカル人材海外

研修事業補助金（以下「補助金」という。）を交付することを目的とし、その交

付については、鹿屋市補助金等交付規則（平成18年鹿屋市規則第73号。以下「規

則」という。）及びこの要綱の定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この要綱において「グローカル人材」とは、地球規模で様々な問題を考え、

郷土の魅力を生かして能動的に課題解決に向けた行動を起こす児童生徒のことを

いう。 

（補助対象者） 

第３条 補助対象者は、次の各号のいずれにも該当する者とする。 

(1) 市内に居住する市立校児童生徒で、鹿屋市英語教育の目標であるグローカル

人材として市の魅力発信及び国際貢献活動に積極的に取り組んでいる者のうち

市長が認める者 

(2) 心身ともに健康である者 

(3) 鹿屋市教育委員会が主催するグローカル・イングリッシュ・デイキャンプ（海

外研修プログラム）に参加できる者 

(4) 鹿屋市グローカル人材海外研修事業（以下「事業」という。）終了後、教育

実践発表会等での発表及びグローカル教育推進事業（国際交流活動等）に積極

的に協力又は参加できる者 

(5) 保護者が市内に居住し、かつ、本市の住民基本台帳に登録されている者 

(6) 保護者が市税を滞納していない者 

(7) 市から本補助金を受けたことがない者 

 （選定基準） 

第４条 前条第１号の市長が認める者は、市長が別に定める選定基準において、第

１順位から順次に選定するものとする。 



 

 （補助対象経費） 

第５条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、事

業への参加に要する経費のうち、次に掲げる経費とする。 

(1) 交通費 

 (2) その他市長が必要と認める経費 

 （補助金の額） 

第６条 補助金の額は、補助対象経費の全額とする。ただし、その額に1,000円未満

の端数があるときは、これを切り捨てる。 

（補助金の交付申請） 

第７条 補助金の交付を受けようとする者は、規則第４条の補助金等交付申請書に、

同条第４号の書類として鹿屋市グローカル人材海外研修事業参加申込書（別記第

１号様式）、鹿屋市グローカル人材海外研修事業参加承諾書（別記第２号様式）

及び市税の滞納がないことを証明できる書類を添えて市長に提出しなければなら

ない。 

（実績報告） 

第８条 補助金の交付決定を受けた者は、事業が終了したときは、規則第14条第１

項の事業実績報告書に、同項第３号の書類として鹿屋市グローカル人材海外研修

事業参加報告書（別記第３号様式）を添えて市長に提出しなければならない。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 

 



 

別記 

第１号様式（第７条関係） 

 

鹿屋市グローカル人材海外研修事業参加申込書 

 

年  月  日  

 

鹿屋市長       様 

 

住   所 鹿屋市             

保護者氏名                 

 

鹿屋市グローカル人材海外研修事業に参加したいので、鹿屋市グローカル人材海

外研修事業補助金交付要綱第７条の規定により、次のとおり申し込みます。 

研

修

生 

氏
ふり

  名
がな

  

生年月日 年  月  日 （   ）歳 

学校名及び学年   小・中・高等 学校 第  学年 

住  所  

健 康 状 況 

及び既往症 

健康状況  

既往症 

（アレルギー含む。） 
 

注 市税の滞納がないことを証明できる書類を添付すること。 

 



 

第２号様式（第７条関係） 

年  月  日  

 

鹿屋市長       様 

 

住   所               

保護者氏名               

 

鹿屋市グローカル人材海外研修事業参加承諾書 

 

私の保護している（       ）が、鹿屋市グローカル人材海外研修事業（以

下「事業」という。）に参加するに当たっては、下記のことを承諾します。 

 

記 

 

１ 鹿屋市グローカル人材海外研修事業補助金交付要綱に定める事項を守ります。 

 

２ 社会情勢その他の事情により事業実施が困難なときは、事業内容の変更又は事

業を中止する場合があることを了承します。 

 

３ 事業終了後は、教育実践発表会等での発表及びグローカル教育推進事業（国際

交流活動等）に積極的に協力又は参加するよう努めさせます。 

 

４ 事業実施中における本人の責めに帰すべき事故等の責任は、私が負います。 

 

 



 

第３号様式（第８条関係） 

年  月  日  

 

鹿屋市長       様 

 

学校名及び学年             

氏     名             

 

鹿屋市グローカル人材海外研修事業参加報告書 

 

１ 研修先  

 

２ 研修期間 

 

３ 研修の成果と感想（裏面） 

  研修で学んだこと、感じたこと、今後意欲的に取り組みたいこと、挑戦したい

ことなどを記入すること。 

 

４ 添付資料（研修の様子が分かる写真を添付すること。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

研修の成果と感想                        （裏面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


